
 

 

 

 

 

 

 

 

理事長あいさつ 

安楽死と尊厳死 

少し前、難病を宣告されて、まだ、それほど進行していない女性が、

これからの病気の進行と苦しみを想像して、二人の医師に金銭を渡し

自分を殺してくれるように依頼し、二人の医師はそれぞれ実行し逮捕

されました。金銭を受け取り、人の命を奪うことはどんな言い訳をし

ても殺人です。犯罪です。 

外国には、人間が死ぬ権利を認めて安楽死を法的に許可している国が

いくつかあります。しかし、私には医師が金を貰って人を殺すと言っ

た行為を許すことはできません。安楽死そのものは、日本でもそれが認められる場合がありま

す。決して治癒しない病気の疼痛等で非常な苦痛状態でどう診てももう数時間の余命しか残っ

ていない場合に、その苦痛を回避する必要に迫られている条件に限られています。 

死刑には反対しながら安楽死と言う殺人を認める国の考え方が理解できません。尊厳死には

患者様本人が治癒することのない疾患や死に瀕した状態の場合には、苦痛を取り除く治療のみ

で積極的延命を拒否される場合です。 

これは現在、日本でも多く行われています。特に癌末期の患者様に対応されているホスピス

はその典型的な施設です。これはあくまで本人の意思であり、家族やその他の強制があっては

いけません。 

本人の意思を尊重して瀕死の際に延命治療をしないことと、まだ、重篤な状態でもないのに

金銭を支払い殺人を依頼する。そして、金銭と引き換えに殺人を実行する医師が存在すること

が私には到底理解できません。 
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受診される患者様およびご家族様へ 

◆受診される患者様および付き添うご家族の方で、以下に

一つでも当てはまる方は、事前にお申し出ください。 

①発熱がある。37.5 度以上 
 

  

②咳、痰、鼻水、呼吸困難の症状がある。   

③臭いや味覚に異常を感じる。    

④上記の①〜③の症状がある者と最近 2 週間以内に接触している。 

⑤最近 2 週間以内に海外渡航及び県外に移動している。  

⑥最近 2 週間に内に、渡航者や県外からの移動者と接触している。 

⑦最近 2 週間以内に家族以外の複数人での会食を行っている。 

新型コロナウイルス感染症拡大予防の為、ご協力をお願いします。 

    

発熱外来の開設について 

   今年は、インフルエンザの流行と合わせて、同時にコロナウイルス感染を念頭に置き診察

しなければなりません。当院では、発熱症状のある方について、事前に電話で連絡いただ

き、屋外にある待合室で検体の採取や診察を行うこととしています。来院された患者様に

は、看護師が屋外にある発熱外来に案内しますので指示に従ってください。 

          

 

  



   

 

 

 

年末年始の診療のお知らせ 

１２月３１日（木）から１月３日（日）は、休診となります。 

ただし、１月２日（土）は在宅当番医になっています。 

      また、１月１日（金）に診察予定の循環器科の小山先生の診察は、 

１２月２９日（火）に繰り上げて行います。 

 

 

 

 

                 デイケアやわらぎニュース 

 

（読売新聞１１月１１日より） 

 

 



 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

      


